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第 １ 章 総 則 

（名称） 

第 １ 条 本会は、帝塚山学院帝塚山同窓会と称する。 

（目的） 

第 ２ 条 本会は、会員相互の友諠をあつくし、帝塚山学院各同窓会との連帯を図り、母校帝塚山学院の発展に寄与

することを目的とする。 

（本部） 

第 ３ 条 本会の本部は、帝塚山学院帝塚山校に置く。 

（事業） 

第 ４ 条 本会は、次の各号の事業を行う。 

（１）総会及び懇親会の開催 

（２）会誌・会報の発行及びＷｅｂサイトの運営 

（３）同窓会員名簿の整備、管理 

（４）同窓会グッズの企画及び制作 

（５）その他本会の目的達成のために必要な事業 

（政治及び宗教活動の禁止） 

第 ５ 条 本会は特定の政治活動、宗教活動を行わない。 

 

第 ２ 章 会 員 

（会員種別） 

第 ６ 条 本会の会員は、正会員、準会員及び特別会員の３種類とする。 

（正会員） 

第 ７ 条 本会の正会員は、帝塚山学院の小学校、中学校（男子部も含む）、高等学校並びに旧制の家庭科、体育専攻科、

高等科、高等女学校の１過程を卒業した者、但し準会員は除く。 

２ 前項の定めにかかわらず、帝塚山学院各学校の中途転退学者及び幼稚園の卒園者で、前項の正会員２名の

推薦を受け幹事会の承認を得、終身会費を納入した者 

（準会員） 

第 ８ 条 本会の準会員は、帝塚山学院の小学校、中学校及び高等学校（以下各学校という）に在学中の者 

（特別会員） 

第 ９ 条 本会の特別会員は、次の各号のとおりとする。 

（１）帝塚山学院各学校の現旧教職員 

（２）学院または本会に対する功労者で、幹事会で承認された者 

２ 前項の特別会員は、正会員を除く。 
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第 ３ 章 役 員 

（名誉役員） 

第１０条 本会に次の各号の名誉役員を置く。 

（１）名誉顧問 理事長、学院長、副学院長、各学校の校長及び幼稚園長を推す。 

（２）相談役 前元同窓会長を推す。 

２ 前項１号の名誉顧問は、正会員を除く。 

（役員） 

第１１条 本会は、次の各号の役員を置く。 

（１）会長 １名 正会員の中から常任幹事会で次期会長を推薦し、幹事会の承認を受け、総会に報告する。 

（２）副会長 若干名 正会員より会長が委嘱する。 

（３）幹事長 １名 常任幹事から常任幹事会で選出する。 

（４）副幹事長 １名 常任幹事から常任幹事会で選出する。 

（５）会計 １名 正会員より会長が委嘱する。 

（６）常任幹事 ３０名以内 正会員より会長及び副会長の推薦に基づき、会長が委嘱する。また、常任幹事

には定年制を設け、満８０歳を迎えた直後の任期満了日までとする。 

（７）幹事 １５０名以内 正会員より常任幹事会で推薦し、会長が委嘱する。 

（８）会計監査 ２名 正会員より会長が委嘱する。 

（役員の職務） 

第１２条 役員の職務は、次の各号のとおりとする。 

（１）会長は、本会を代表し、会務を統括する。 

（２）副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはこれを代行する。 

（３）幹事長は、庶務及び事業の運営並びに事務局を統括する。 

（４）副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長事故あるときはこれを代行する。 

（５）会計は、本会の財務を分掌する。 

（６）常任幹事は、本会の庶務及び事業の運営を分掌する。 

（７）幹事は、幹事会の決定に基づき事業を推進する。 

（８）会計監査は、財務の監査を行い、常任幹事会及び幹事会にその結果を報告する。 

（役員の任期） 

第１３条 役員の任期は、当年４月より翌々年３月までの２ケ年とし、重任はこれを妨げない。 

（役員の補充） 

第１４条 役員の欠員が生じたときは、速やかに定められた方法でこれを補充する。但し任期はいずれも前任者の

残任期間とする。 
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第 ４ 章 常任幹事会 

（常任幹事会の構成及び成立） 

第１５条 常任幹事会は、会長、副会長、幹事長、副幹事長、会計及び常任幹事で構成する。 

２ 前項の常任幹事会は、委任状を含め構成員の３分の２以上の出席により成立する。 

３ 第１項の常任幹事会の開催が困難な場合は書面決議とし、構成員の３分の２以上の書面表決書の提出

（インターネット等も可）により成立する。 

（常任幹事会の役割） 

第１６条 常任幹事会は、本会の執行機関とする。 

２ 幹事会への提出議案の策定 

３ 幹事会で決定された事業計画に基づき事業を執行する。 

（常任幹事会の招集） 

第１７条 常任幹事会は、会長がこれを召集し、幹事長が議事を運営する。 

（常任幹事会の決議） 

第１８条 常任幹事会の決議は、出席者または書面表決書提出者の過半数の同意により決する。 

 

第 ５ 章 幹事会 

（幹事会の構成及び成立） 

第１９条 幹事会は、会長、副会長、幹事長、副幹事長、会計、常任幹事及び幹事で構成する。 

２ 前項の幹事会は、委任状を含め構成員の２分の１以上の出席により成立する。 

３ 第１項の幹事会の開催が困難な場合は書面決議とし、構成員の２分の１以上の書面表決書の提出（インター

ネット等も可）により成立する。 

（幹事会の役割） 

第２０条 幹事会は、本会の決議機関とし、次の各号の決議を行う。 

（１）次期会長の承認 

（２）予算及び決算の承認 

（３）年度事業計画の承認 

（４）会則の変更 

（５）特別会員の承認 

（６）第７条２項に基づく正会員の承認 

（７）正会員の除名 

（幹事会の召集） 

第２１条 幹事会は、原則として幹事長が召集し、議事を運営する。 
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（幹事会の決議） 

第２２条 幹事会の決議は、出席者または書面表決書提出者の過半数の同意により決する。 

 

第 ６ 章 各種委員会 

（総会委員会） 

第２３条 本会は、第４条１号に定める総会の企画立案及び運営を司る総会委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の総会委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より副委員長

を指名することができる。 

（会誌委員会） 

第２４条 本会は、第４条２号に定める会誌・会報の発行を司る会誌委員会を設ける。 

２ 前項の会誌委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の会誌委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より副委員長

を指名することができる。 

（名簿委員会） 

第２５条 本会は、第４条３号に定める同窓会員名簿の整備、管理を司る名簿委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の名簿委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より副委員長

を指名することができる。 

（学校事業協力委員会） 

第２６条 本会は、帝塚山学院帝塚山校の各学校が主催する事業に協力するために、学校事業協力委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の学校事業協力委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より

副委員長を指名することができる。 

（交流委員会） 

第２７条 本会は、正会員、準会員並びに現旧職員（以下同窓生等という。）の芸術・スポーツ等の文化的並びに社会

的な活動に対する支援を通じて、同窓生等の交流を深めるために、交流委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の交流委員会の委員は、同窓生等から前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より副委員長

を指名することができる。 

（ＤＸ推進委員会） 

第２８条 本会は、Ｗｅｂサイトをはじめとする本会運営のデジタル化を推進し、活用するために、ＤＸ推進委員会を

設ける。 
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２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項のＤＸ推進委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より副委

員長を指名することができる。 

（同窓会グッズ委員会） 

第２９条 本会は、同窓会活動への理解を深めることを目的に、卒業記念品をはじめとする同窓会グッズを企画、制作

するために、同窓会グッズ委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の同窓会グッズ委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より

副委員長を指名することができる。 

 

第 ７ 章 特別委員会及び実行委員会 

（特別委員会） 

第３０条 本会は、第４条５号に定める事業の運営に必要と認めた場合は、常任幹事会の決議を得て特別委員会を設

けることができる。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の特別委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。 

４ 第１項の特別委員会が設置された目的を達成した場合には、常任幹事会の承認を得て、これを廃止する。 

（実行委員会） 

第３１条 本会に、各種委員会の活動を支援する実行委員会を設置する。 

２ 前項の委員会には、委員の互選により委員長１名及び副委員長２名を置く。 

（実行委員） 

第３２条 前条の実行委員会の委員は、正会員の中から各種委員会委員長の推薦に基づき、会長がこれを委嘱する。 

２ 前項の委員は、原則として学生（大学及び専門学校等）を主体とし、年齢は１８歳から２５歳までとする。 

（実行委員会の活動） 

第３３条 実行委員会の活動は、次の各号のとおりとする。 

（１）常任幹事会が定める行事全般の支援 

（２）同窓会総会開催時の支援 

（３）アートボックス等会員交流活動に対する支援 

（４）Ｗｅｂサイト運営の支援 

（５）その他同窓会活動全般に対する支援 

（実行委員活動費用） 

第３４条 常任幹事会が必要と認める本委員会の活動費用については、同窓会予算に計上し、支出するものとする。 

（常任幹事・幹事への委嘱） 
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第３５条 会長は、実行委員会の委員長を常任幹事に、副委員長を幹事に委嘱する。 

２ 上記幹事の常任幹事会並びに幹事会への出席については、代理出席を認める。 

 

第 ８ 章 事務局 

（事務局） 

第３６条 本会に事務局を置き、幹事長がこれを統括する。 

（事務局の職務） 

第３７条 事務局の職務は、次の各号のとおりとする。 

（１）名簿管理業務 

（２）学院各同窓会への連絡業務 

（３）本会の日常実務遂行業務 

（４）その他常任幹事会が必要と認めた業務 

（事務局員等） 

第３８条 事務局の実務を円滑に遂行するため、事務局員を若干名置く。 

２ 前項の事務局員は、会長が推薦し常任幹事会の承認を得るものとする。 

３ 事務局員の報酬等は、別途定める規定によるものとする。 

 

第 ９ 章 会 計 

（会計年度） 

第３９条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（連絡協議会への拠出金） 

第４０条 本会は、帝塚山学院同窓会連絡協議会の決定による拠出金を負担する。但し、臨時に拠出金の要請があった

場合は、常任幹事会の承認を得た上でなければ拠出できないものとする。 

（経常費） 

第４１条 本会の経常費は、会費、運営費及び寄付金をもって、これにあてる。 

（特別会計） 

第４２条 本会の会計に特別会計を設ける。 

（同窓会基金） 

第４３条 前条の特別会計に同窓会基金を設ける。 

２ 前項の基金の総額は、6,000 万円とする。 

（積立金） 

第４４条 第４２条の特別会計に積立金を設ける。 

２ 前項の積立金の総額は、5,000 万円とする。 



7 

 

（同窓会基金・積立金の運用及び総額の変更） 

第４５条 同窓会基金及び積立金の運用並びに総額の変更については、幹事会の承認を得なければならない。 

（決算書の作成） 

第４６条 会計は、毎年４月に前年度の経常会計及び特別会計の決算書を作成し、会計監査の監査を受けた上、常任幹

事会での審議を経て、幹事会の承認を得なければならない。 

（予算書の作成） 

第４７条 会計は、経常会計及び特別会計の新年度予算を作成し、常任幹事会での審議を経て、３月末までに幹事会の

承認を得なければならない。 

（財産の名義） 

第４８条 本会の財産は、すべて会長名義とする。 

 

第１０章 会費及び運営費 

（会費） 

第４９条 本会の会費は、３万円とし最初の入学時に納入する。 

（会費返却） 

第５０条 前条の会費納入後に最初の課程を卒業せず中途転退学した者には、会費を返却する。 

（運営費） 

第５１条 本会の運営費用として、満１８歳以上の正会員に対し、年 2,000 円の運営費を徴収する。 

（臨時会費） 

第５２条 常任幹事会が必要と認めた場合は、臨時会費を徴収することができる。 

（会費免除） 

第５３条 本会の特別会員は、会費を免除する。 

 

第１1 章 雑 則 

（会長の選任時期） 

第５４条 第１１条１号に定める会長の選任時期は、前年度３月末迄とする。 

（連絡協議会幹事の選出） 

第５５条 帝塚山学院各同窓会の持ち回りによる帝塚山学院同窓会連絡協議会の幹事を本会が担当する場合は、常任

幹事会の推薦により会長がこれを委嘱する。 

（連絡協議会会計監査の選出） 

第５６条 帝塚山学院同窓会連絡協議会の会計監査は、常任幹事会の推薦により会長がこれを委嘱する。 

（会則の変更） 

第５７条 本会の会則は、幹事会において、出席者または書面表決書提出者の４分の３以上の同意を得なければ、変更
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することができない。

（細則の制定・改廃）

第５８条 本会の運営に必要な細則は、この会則に反しない限りにおいて、常任幹事会の出席者または書面表決書提

出者の３分の２以上の賛成によって制定・改廃することができる。

（除名）

第５９条 本会の対面を汚すなどの行為があった会員に対しては、幹事会の出席者または書面表決書提出者の４分の

３以上の同意を得て、本会を除名することができる。

２ 前項の除名された者に対しては、会費は返却しない。

（慶弔）

第６０条 慶弔規程に関しては、別途定める。

附 則

１．この会則は、平成３年（1991年）４月１日を以って施行する。

附 則

１．この会則は、平成５年（1993年）５月２６日を以って施行する。

２．平成３年（1991年）４月１日付で施行された会則は、平成５年（1993年）５月２５日を以って、これを廃止する。

附 則

１．本会則第３１条を下記のとおり改める。

（経常費）

第３１条 本会の経常費は、会費、運営費及び寄付金を以って、これにあてる。

２．本会則第３５条の会費金額２万円を３万円に改める。

３．本会則に下記の１条を加え第３７条とし、以下１条ずつ繰り下げるものとする。

（運営費）

第３７条 本会の運営費用として満２３歳以上の正会員に対し、年 2,000円を徴収する。

４．上記各条の改訂は、平成７年（1995年）５月１日より施行する。

附 則

１．この会則は、平成１０年（1998年）３月１日を以って施行する。

２．平成５年（1993年）５月２６日付で施行された会則並びに平成７年（1995年）５月１日付で改訂された条項は、

平成１０年（1998年）２月２８日を以って、これを廃止する。

３．今回の改正に伴い、次の各号の経過措置を行う。

（１）平成９年（1997 年）度に選出された役員の任期は、平成９年（16997 年）５月１日から平成１１年

（1999年）３月３１日までとする。

（２）平成９年（1997年）度の会計年度期間は、平成９年（1997年）５月１日から平成１０年（1998年）

３月３１日までの１１ケ月とする。
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附 則 

１．本会則に下記の１条を加え第２７条とし、以下１条ずつ繰り下げるものとする。 

（交流委員会） 

第２７条 本会は、本会会員・準会員並びに現旧職員（以下同窓生等という。）の芸術・スポーツ等の文化的並びに社

会的な活動に対する支援を通じて、同窓生等の交流を深めるために、交流委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の交流委員会の委員は、正会員・準会員並びに現旧職員から前項委員長が委嘱する。 

２．上記条項の改訂は、平成１１年（1999 年）８月１日からとする。 

附 則 

１．本会則第４条を下記のとおり改める。 

（事業） 

第 ４ 条 本会は、次の各号の事業を行う。 

（１）総会及び懇親会の開催 

（２）会誌・会報の発行及びＷｅｂサイトの運営 

（３）名簿の発行 

（４）その他本会の目的達成のために必要な事業 

２．本会則第２４条を下記のとおり改める。 

（広報委員会） 

第２４条 本会は、第４条２号に定める会誌・会報の発行並びにＷｅｂサイトの運営を司る広報委員会を設ける。 

２ 前項の広報委員会には、会誌・会報を担当する会誌小委員会とＷｅｂサイトを担当するＷｅｂサイト小委

員会を設ける。 

３ 第１項の広報委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

４ 第２項の会誌並びにＷｅｂサイト小委員会の委員長は、常任幹事より広報委員長の推薦に基づき会長がこ

れを委嘱する。 

５ 第２項の各小委員会の委員は、各小委員長が正会員中より委嘱する。 

６ 広報委員会の運営及び倫理に関しては、別途定める。 

３．上記条項の改訂は、平成１３年（2001 年）７月１日からとする。 

附 則 

１．本会則第６章の後に、次の第７章（実行委員会）を加え以下章、条とも繰り下げるものとする。 

第７章 実行委員会 

（実行委員会） 

第２９条 本会に、各種委員会の活動を支援する実行委員会を設置する。 

２ 前項の委員会には、委員の互選により委員長１名並びに副委員長２名を置く。 
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（実行委員） 

第３０条 前条の実行委員会の委員は、正会員の中から各種委員会委員長の推薦に基づき、会長がこれを委嘱する。 

２ 前項の委員は、原則として学生を主体とし、年齢は１８歳から２５歳までとする。 

（実行委員会の活動） 

第３１条 実行委員会の活動は、次の各号のとおりとする。 

（１）常任幹事会が定める行事全般の支援 

（２）同窓会総会開催時の支援 

（３）音楽の玉手箱、アートボックス等会員交流活動に対する支援 

（４）名簿発行時の校正、配送時の支援 

（５）会誌発行時の校正、配送時の支援 

（６）Ｗｅｂサイト運営の支援 

（７）その他同窓会活動全般に対する支援 

（実行委員活動費用） 

第３２条 常任幹事会が必要と認める本委員会の活動費用については、同窓会予算に計上し、支出するものとする。 

（常任幹事・幹事への委嘱） 

第３３条 会長は、実行委員会の委員長を常任幹事に、副委員長を幹事に委嘱する。 

２ 上記幹事の常任幹事会並びに幹事会への出席については、代理出席を認める。 

２．上記条項の改訂は、平成１３年（2001 年）８月１日からとする。 

附 則 

１．本会則第４１条、第４２条を下記のとおり改める。 

（同窓会基金） 

第４１条 前条の特別会計に同窓会基金を設ける。 

２ 前項の基金の総額は、6,000 万円とする。 

（積立金） 

第４２条 第３２条の特別会計に積立金を設ける。 

２ 前項の積立金の総額は、3,000 万円とする。 

２．上記条項の改訂は、平成２２年（2010 年）４月１日からとする。 

附 則 

１．号番号を括弧付き番号とする。 

２．本会則中の学部を学校と改める。 

３．本会則第４条に１号を加え、第３号、第４号、第５号を下記のとおり改める。 

（３）同窓会員名簿の整備、管理 

（４）同窓会グッズの企画及び制作 
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（５）その他本会の目的達成のために必要な事業 

４．本会則第１０条、第１１条、第１５条、第１８条、第１９条、第２２条、第２３条、第２４条、第２５条、第２６条、

第２７条を下記のとおり改める。 

（名誉役員） 

第１０条 本会に次の各号の名誉役員を置く。 

（１）名誉顧問 理事長、学院長、副学院長、各学校の校長及び幼稚園長を推す。 

（役員） 

第１１条 本会は、次の各号の役員を置く。 

（６）常任幹事 ３０名以内 正会員より会長及び副会長の推薦に基づき、会長が委嘱する。また、常任幹事

には定年制を設け、満８０歳を迎えた直後の任期満了日までとする。 

（常任幹事会の構成及び成立） 

第１５条 常任幹事会は、会長、副会長、幹事長、副幹事長、会計及び常任幹事で構成する。 

２ 前項の常任幹事会は、委任状を含め構成員の３分の２以上の出席により成立する。 

３ 第１項の常任幹事会の開催が困難な場合は書面決議とし、構成員の３分の２以上の書面表決書の提出（イ

ンターネット等も可）により成立する。 

（常任幹事会の決議） 

第１８条 常任幹事会の決議は、出席者または書面表決書提出者の過半数の同意により決する。 

（幹事会の構成及び成立） 

第１９条 幹事会は、会長、副会長、幹事長、副幹事長、会計、常任幹事及び幹事で構成する。 

２ 前項の幹事会は、委任状を含め構成員の２分の１以上の出席により成立する。 

３ 第１項の幹事会の開催が困難な場合は書面決議とし、構成員の２分の１以上の書面表決書の提出（インタ

ーネット等も可）により成立する。 

（幹事会の決議） 

第２２条 幹事会の決議は、出席者または書面表決書提出者の過半数の同意により決する。 

（総会委員会） 

第２３条 本会は、第４条１号に定める総会の企画立案及び運営を司る総会委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の総会委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より副委員

長を指名することができる。 

（会誌委員会） 

第２４条 本会は、第４条２号に定める会誌・会報の発行を司る会誌委員会を設ける。 

２ 前項の会誌委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の会誌委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より副委員
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長を指名することができる。 

（名簿委員会） 

第２５条 本会は、第４条３号に定める同窓会員名簿の整備、管理を司る名簿委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の名簿委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より副委員

長を指名することができる。 

（学校事業協力委員会） 

第２６条 本会は、帝塚山学院帝塚山校の各学校が主催する事業に協力するために、学校事業協力委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の学校事業協力委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中よ

り副委員長を指名することができる。 

（交流委員会） 

第２７条 本会は、正会員、準会員並びに現旧職員（以下同窓生等という。）の芸術・スポーツ等の文化的並びに社会

的な活動に対する支援を通じて、同窓生等の交流を深めるために、交流委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の交流委員会の委員は、同窓生等から前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より副委員

長を指名することができる。 

５．本会則第６章に下記の２条を加え第２８条、第２９条とし、以下２条ずつ繰り下げるものとする。 

（ＤＸ推進委員会） 

第２８条 本会は、Ｗｅｂサイトをはじめとする本会運営のデジタル化を推進し、活用するために、ＤＸ推進委員会を

設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項のＤＸ推進委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中より副

委員長を指名することができる。 

（同窓会グッズ委員会） 

第２９条 本会は、同窓会活動への理解を深めることを目的に、卒業記念品をはじめとする同窓会グッズを企画、制作

するために、同窓会グッズ委員会を設ける。 

２ 前項の委員会の委員長は、常任幹事より会長がこれを委嘱する。 

３ 第１項の同窓会グッズ委員会の委員は、正会員中より前項の委員長が委嘱する。また委員長は委員の中よ

り副委員長を指名することができる。 

６．本会則第７章を特別委員会、実行委員会とし、第２８条を次の通りに改め、第３１条第４項、第５項を削除する。 

（特別委員会） 

第３０条 本会は、第４条５号に定める事業の運営に必要と認めた場合は、常任幹事会の決議を得て特別委員会を設
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けることができる。 

７．本会則第４９条、第５２条、５５条、５６条、５７条を下記のとおり改める。 

（運営費） 

第５１条 本会の運営費用として、満１８歳以上の正会員に対し、年 2,000 円の運営費を徴収する。 

（会長の選任時期） 

第５４条 第１１条１号に定める会長の選任時期は、前年度３月末迄とする。 

（会則の変更） 

第５７条 本会の会則は、幹事会において、出席者または書面表決書提出者の４分の３以上の同意を得なければ、変更

することができない。 

（細則の制定・改廃） 

第５８条 本会の運営に必要な細則は、この会則に反しない限りにおいて、常任幹事会の出席者または書面表決書提

出者の３分の２以上の賛成によって制定・改廃することができる。 

（除名） 

第５９条 本会の対面を汚すなどの行為があった会員に対しては、幹事会の出席者または書面表決書提出者の４分の

３以上の同意を得て、本会を除名することができる。 

８．本会則第１１章に下記の１条を加え第６０条とする。 

（慶弔） 

第６０条 慶弔規定に関しては、別途定める。 

９．上記条項号の改訂は、令和４年（2022 年）４月１日からとする。 

附 則 

１．本会則第４４条第２項の積立金 3,000 万円を 5,000 万円に改め下記のとおりとする。 

（積立金） 

第４４条 第４２条の特別会計に積立金を設ける。 

２ 前項の積立金の総額は、5,000 万円とする。 

２．上記条項の改訂は、令和６年（2024 年）1 月１日からとする。 

 




